象徴作用と想像力が開く遊びの世界―遊びの哲学としてのホワイトヘッド宇宙論― by 村田 康常




























































な思索である。彼はこの越境する「想像力の飛躍(a leap of the imagination)」(PR. 13)に
注目し、直接経験の制約を超え出る精神の飛翔を飛行機のフライトにたとえている(PR. 5)。 
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２. ３. 想像力を駆動するもの 
17 年間の保育者経験をもつ児童文学者の中川李枝子は、「想像力と創造力で、子どもの




























































いもの」(岡本, 2005, p. 75)として、「子ども―とりわけ発達初期の子どもが、今現実に
自分のもつ世界を超えて新しい世界を拓いていくにあたって、遊びが果たす役割」(岡本, 







って展開されてゆきます。(岡本, 2005, p. 76) 
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ものとなる」のであり、そのとき、「魂は声高に変化への解放を求める」 (SMW. 202)。 




























































































棄されることを求め、変化がないことを欲する「形式的衝動」という 2 つの衝動が、1 つ
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いき、心ゆくまで遊んでいるのがよくわかります」（中川, 2018/1982,p. 45）と述べている。 
ホワイトヘッドは、象徴作用を「2 つの知覚様態が 1 つの強烈な情緒によって、想像の

































































































                                                   
注 















                                                                                                                                                     







7) Huizinga, 2016/1938, p. 4. ここで引用した邦訳は、高橋訳, 1973, pp. 22-23 ページによる。なお、里
見訳, 2018, p. 21 も参照。 
8) Huizinga, 2016/1938, p. 4. 英訳者は 2016 年版には明記されていないが、R. F. C. Hull である。 
9) 矢野智司『意味が躍動する生とは何か―遊ぶ子どもの人間学』世織書房、2006 年。なお、単なる生
存と価値を実現し享受する生との違いは、ホワイトヘッドも強調している。たとえば、『理性の機能』
の主題の 1 つが、「生きること(to live)」、「よく生きること(to live well)」、「よりよく生きること(to live 









という語の用法に密接に類似している」と述べている(PR. 41)。上記の注 9)を参照。 
11) 世界の流動と恒常性、あるいは変化の精神と保守の精神の対立と和解というホワイトヘッド哲学の主
題については、次の拙稿を参照。村田康常、「逆説としての世界の善性――ホワイトヘッド宇宙論と文
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15) フィンクは「世界全体は遊ぶ」（Fink, 1960, S. 222. 邦訳, p. 320）ということ、しかも「世界の遊び




て企てられるであろう。」（Fink, 1960, S. 223. 邦訳, pp. 321-322）と述べる。 
16) Nietzsche, 1973/1873, S. 325. 邦訳 p.411. 一部改訳 
17) この段落の引用はすべて、Huizinga, 2016/1938, p. 4 からであり、また、引用の邦訳は、高橋訳, 1973, 
p. 23 による。なお、里見訳, 2018, p. 21 も参照。ホイジンガはこの段落で、言語、神話、祭礼儀式な
どが、現実世界にイメージされた想像の世界を被せるという象徴作用によって成り立っており、そこに
は真面目と冗談のあいだを遊び戯れる精神の想像力があると指摘している。 
18) See Langer, 1942. スザンヌ・ランガーの『シンボルの哲学』の原題は『ある新しい基調の中の哲学』




彼女はホワイトヘッドに捧げた『シンボルの哲学』（Philosophy in a New Key. 上記の注 18 参照）の
中で「シンボルこそ、人間特有であるところの、また純然たる動物性の水準を超えた心的生活を解明す
るための、万人の認める鍵であることを確証するためには、……カッシーラーとか、ホワイトヘッドか
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The Playful World Disclosed through Symbolism and Imagination: 




What is play?   Where does play lead one’s imagination?  How does play open 
up its world?  The purpose of this paper is to clarify these questions from the 
speculative standpoint of Whitehead’s “philosophy of organism.”  After raising the 
aforementioned questions in Chapter I, I examine the relationship between play and 
imagination, both of which Whitehead considers to be central functions within 
speculation.  My arguments in Chapter II are based on Whitehead’s emphasis on the 
role of “play of a free imagination” in speculative philosophy.  He suggests that play 
releases us from the constraints of the actual world to the free horizon of the 
imagination.  In Chapter III, in order to consider the purpose of the world of play in 
the conflicting traits between the trend of repeating what is familiar and the 
aspiration for novelty, I refer to Whitehead’s discussion about the contrast between 
the two conflicted aspects of the actual world, that is, the “creative advance into 
novelty” and the “conservative repetition of what is beloved.”  In Chapter IV, I f ocus 
on symbolic activity in play.  In the theory of symbolism, Whitehead notes that, by 
virtue of the symbolic reference, which he defines as “the imagined fusion of the two 
perceptive modes by one intensity of emotion,” we realize that thee actual world ias a 
meaningful one in which all items show their own values.  I come to the conclusion 
that the characteristic of play exists in the symbolic superposition of images 
envisaged through imagination on the mere facts from the actual world. 
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